
提出先 担当 　（有）テクノセイキ 中川（太）

日付 　２０１２／３／１７ 確認 　（有）テクノセイキ 中川（太）

１）目的

　有限要素法（ＦＥＭ）解析ソフト”ＬＩＳＡ”の使用方法の習得と解析結果の妥当性を検証する。

２）内容

　ＳＳ４００六角棒を片持ち梁とし、ＦＥＭおよび理論計算による解を比較する。

３）条件および結果

　ＨＥＸ１９、長さ１０００ｍｍの片持ち梁に対し、自重２．５Ｋｇによる分布荷重と先端に１１ｋｇｆの

　集中荷重を付加する。固体端近傍にて応力値が最大となる（ミーゼス応力１５．３８ｋｇｆ／ｍｍ２）。

　応力値の妥当性の検証のため、理論計算を行う。ここで、

　（断面係数）＝５／８ｘ（１９／√３）＾３＝８２５．０　ｍｍ３

　（自重による最大モーメント）＝２．５／１０００Ｘ１０００＾２／２＝１２５０．０ ｋｇｆ・ｍｍ

　（集中荷重による最大モーメント）＝１１ｘ１０００＝１１０００．０Ｋｇｆ・ｍｍ

　よって、

　（最大モーメント）＝１２５０．０＋１１０００．０＝１２２５０．０Ｋｇｆ・ｍｍ

　（最大応力）＝１２２５０．０／８２５．０＝１４．８５ｋｇｆ／ｍｍ２

　となる。

　（ＦＥＭ応力）／（理論計算応力）＝１５．３８／１４．８５＝１．０４

　であり、４％の誤差となった。

４）結論

　ＦＥＭ解析ソフトの使用方法の習得と共に、単純形状におけるＦＥＭ解析結果の妥当性が検証できた。

　ただし、複雑形状については想定される応力集中部を歪ゲージで応力測定するなどの追加確認が

　必要と考える。
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